











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭和42年43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
岩 全　体ω 2037494255312237832＆5 10125706 36 5887
宅地等（B） 116 55 156 137
手
36．1 22 306 35 909
B■A 057 0ユ3 050 0D6 0．11 002 054 m0 0．15
埼 全　体ω 3087371437 6D6，221．41886290．1 β26816732645150
宅地等（E 132 17．1 81－7 6』〕
玉 1ρ34447．629α1940ユ865177．1 59．1B■A 043023 057 m0 0．17 025 m0 062 052 〇一67 0－39
東 全　体ω 44－73721252134．11．1519648－1 95－5723．32522243 916
京 宅地等（E 4473721252134．11．1430643895－5701．1 251－3 240 916
B■A m0 1－00 m0 m0 099 099 m0 O．97 m0 099m0
島 全　体ω 20 8912．1275 9536129322 227615蝸 2895229－9
根
宅地等（瑚 20 118463 8 1ρ16－5 269 898 889226
B／A 1．00 0．13 022 O01 0．15 O．12 0－59 031 O－10
高






















































































































???????????????????????????? ???????????? ?????????????????????? ??????
????
岩手県 東磐井郡贋沢町 O
秋田県 秋　田　市 O O ○ O○ O○ OOOOO































1234 5678910111234151617189?????????? ???????????????…???????????，?????????? ????????? ?????
名古屋市 ○ O○ ○ O ○ O??
碧　南　市 ○ ○ O O愛知県 ○
海部郡大治町 ○ ○ ○ O
海部郡蟹江町 ○ ○
三重県 四目市市 ○ ○ O○ O ○ ○ ○ ○ ○
1234567891O1112131415161718 9?????????? ?????…????????????????????? ????????? ???????????????，??，?
徳　島　市 O○ ○ ○ O ○ O ○
??????
麻植郡鴨島町 OO ○ ○ ○
勝浦郡勝滴町 ○ ○ ○ O ○徳島県
名西郡石井町 O O ○
板野郡松茂町 O○ ○ OO
麻植郡山川町 ○ O O O











地 低地の敏高地 低地の一般地 人　工　地　形形 台地段丘 浅い谷凹地 自然堤防扇状地 砂丘 谷底氾濫平野 旧河道 後背低地旧湿地 三角州海岸平野 干拓地 平坦化地 盛土地 埋土地 合計
各地形における氾濫面積
2ρ2448 47857559，612503 47 5β411，12814413，3459 38241
地形の種類別の氾濫面積
2，072 5，540 16，003 14β26
合計に対する割合　（％）
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　流出計算における
■■’流域と氾濫部の境
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　図23（d）　（50年確率）
に，よりきびしい条件を考えたためである．
〔計算結果〕
　流出計算結果から求められた氾濫水深と土地利
用方法を結びつける方法は，次のように行なった．
　氾濫部を100m間隔でブロック分割し，各プロ
ックにおける平均標高を求めた（図23）．この各
ブロックにおける平均標高と氾濫水深との関係を
各確率雨量ごとに示したのが図24である．図24の
結果から，氾濫域における土地利用方法について
は，次のようなことがいえる．
　確率50年雨量で，氾濫水深が1．0mを越えるよ
うな各ブロック（ユ，2，5，6，7，11，12）
においては，宅地とした場合に床上浸水となるよ
うな被害を受ける可能性が高いために，湛水の時
間が短いとしても宅地への利用はやめるべきであ
る．その他のブロックでも，50年の確率雨量で
0．5m以上の氾濫水深となる各ブロック（8，10，
13，20，21）では，宅地とした場合に床上浸水と
なる可能性があるために，そのままの地盤高では
一60一
最近における内水被害の分析とその防止対策に関する研究一入澤
宅地にすることは望ましくない．
5．　まとめ
　以上，内水被害の現在の問題点・水害と地形との関係・水害防止対策の考え方の一列など
について述べてきた．それらの詳しい結果は，各々の章のまとめで述べたiとおりであるが，
概略とりまとめてみると次のようになる．
11）内水被害の発生は，経年的には発生回数（あるいは発生箇所数）が増加の傾向にある．
12）内水被害の規模は，年々小さくなってきている傾向にあり，この傾向は地域的な差もあ
　る．すなわち，今回調査の対象とした地域の範囲では，人口密集地域の方が人口過疎地域
　に比べて小さい雨量で小面積の被害を数多く受けている．
13）内水被害発生の地域的な差は，地形の違いや土地利用形態の違いなどによるものも影響
　していると考える．また，土地利用形態の違いは，経年的な差にも影響を与えているもの
　と思われる．
　以上の結果から，水害防止対策は雨量・地形・土地利用などを考慮しなければならないこ
とがより明らかになった．そのために，これからの水害防止対策を調査する場合に，現在雨
量に比べて比較的簡単に取り扱われている地形・土地利用形態などについてもより慎重な調
査をすべきである．
　以上述べてきたようなことから，水害防止対策としては氾濫域における土地利用規制が効
果的な方法と考える．すなわち，調査対象地域において，氾濫の頻度などを調査し，その結
果に基づき被害をできるだけ少なくするための土地利用規制を行なうことが効果的である．
しかしながら，現在その採択性は社会的にみて低い．土地利用規制の採択性がなぜ低いのか
についてのより詳しい調査を実施することも，今後の水害防止対策を考える上で重要な問題
のひとつであると考える．
　今回の調査では，治水工事の効果・内水被害をもたらした偶発的な現象について十分な調
査が行なえなかったが，一応の結果は得られたと考えている．しかしながら，今回の結果に
対してより精度の高いものにするためには，治水工事の効果などを含めたより詳しい調査・
分析を実施していくことが必要である．
　最後に，今回の調査を実施するのにあたり，御協カをいただいた関係市町村の方々に対し
て厚く感謝の意を表したい．
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